




















 美空ひばりは 1949～1971 年に 170 本の映画に出演しているが、1963 年に東映との専属契




年は日本映画黄金期で、年間入場者数は 10 億人以上であった。当時の日本の人口は 9000
万人であったから、国民一人あたり毎月１回は映画に行っていたことになる。そのような


































































































 1950 年   票数 1951 年    票数 1952      票数 
1 岡晴夫   56190 岡晴夫    46562 美空ひばり  127738 
2 近江俊郎    35745 小畑実    36926 小畑実       67220 
3 小畑実     31119 美空ひばり  28324 岡晴夫       41917 
4 藤山一郎    23649 田端義夫   21806 田端義夫     36487 
5 田端義夫    18058 藤山一郎   18364 奈良光枝     22811 
6 奈良光枝    12993 近江俊郎   18089 菅原都々子   21231 
7 灰田勝彦    8640 奈良光枝   10748 灰田勝彦     16113 
8 二葉あき子   7452 灰田勝彦   8749 近江俊郎     14018 
9 美空ひばり   5733 竹山逸郎   6105 藤山一郎     13203 
10 笠置シヅ子   4047 笠置シヅ子  4785 二葉あき子    7706 
表 1 美空ひばりの人気 
 
 こうしたひばり人気を不動のものにしたのが「リンゴ追分」である。「リンゴ追分」は 1952






















































































デビューから 12 年間で 370 曲、500 万枚のレコードを売り、130 本の映画に出演。人気































図 1 映画産業の斜陽化とひばりの映画出演数 
山田耕筰 7)が「山の小駅」「風が泣いている」の 2曲を提供している。 
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図 1 映画産業の斜陽化とひばりの映画出演数 
山田耕筰 7)が「山の小駅」「風が泣いている」の 2曲を提供している。 



































図 2 1972 年における美空ひばり公演 
















































 古賀政男の全盛期は 1930 年代から 50 年代にかけてで、つまりひばりが古賀メロディを
歌うということは 1930～50 年代を歌うことを意味していた。ひばりはリバイバルや懐メロ
ブームが終わっても古賀作品を歌い続け、5枚のアルバムを出している。 


































 古賀政男の全盛期は 1930 年代から 50 年代にかけてで、つまりひばりが古賀メロディを
歌うということは 1930～50 年代を歌うことを意味していた。ひばりはリバイバルや懐メロ
ブームが終わっても古賀作品を歌い続け、5枚のアルバムを出している。 












































(2015 年 2 月 14 日、生活美学研究所本年度第 5回定例研究会における講演に基づく) 
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